	　

２００６年７月２３日

　週　報　　　　　　　 午前１０：３０
前　　奏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏楽者

招　　詞　ローマ人への手紙１２章１節　　　　　　司会者

頌　　栄　５３９　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

主の祈り　５６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

交 読 文　２８　詩１１９篇　　　　　　　　　　　　　〃

讃 美 歌　９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

聖　　書　ヨハネによる福音書８章３１節～３８節　司会者

祈　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

讃 美 歌　４５２　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

信仰告白　使徒信条　５６６　　　　　　　　　　　　　〃

奨　　励　［自由を得させる真理］　　　　　　難波真実兄

祈　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

讃 美 歌　３５４　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

献　　金

頌　　栄　５４１　　　　　　　　　　　　　　　会衆一同

黙　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　

後　　奏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏楽者

前聖日の礼拝出席者：　男７名　女９名　合計１６名




報　告

· ２０日昭和天皇が靖国神社のＡ級戦犯合祀に不快感を示す発言のあったことを、元宮内庁長官（故人）のメモで明らかにされ、昭和天皇はそれ以来靖国参拝を中止したことも明らかになった。しかし小泉総理は「それぞれ人の思い、心の問題だ」と形付けてすましている。これまでも靖国参拝を騒いでいるのは中国と韓国だけだ、とうそぶいていたが、実は今年６月３０日小泉総理が訪米しブッシュと会談を行ったが米国では政治ニュースの価値なしとしてメディアから黙殺された。ばかりではなく米国が外国首脳に贈る最大の栄誉として米国議会で演説の場が与えられることであった。小泉総理もそれを望み、ブッシュは上下院に対する根廻しをしたがヘンリー・ハイド外交委員長は下院議長に正式書簡で「小泉首相が帝国日本の軍国主義の象徴である靖国神社参拝を止めないかぎり、合同議会演説には反対」と抗議し、更にこの抗議を大統領がもみ消さぬようにと、この書簡を主要メディアに発表した。日本のメディアはこの特種を握りつぶして日本国民にほうじなかった。日本国民の象徴天皇が靖国神社に不快感を有ったということが明らかになっても「それぞれ人の思い、心の問題」とふんぞり返る総理によって日本は滅茶苦茶にされてしまった。なんとも情けない。
· 次週３０日の礼拝は午後２時より斎藤成二牧師（札幌富丘）のご奉仕で行われ、礼拝後役員会が開かれます。　
士別教会ＨＰアドレスhttp://gospel.3.pro.tok2.com/

